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六
四
第
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三
四
号

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
職
員
が
出
版
し
た
「
女
ひ
と
り
家
四
軒
持
つ
中
毒
記
」
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日
受
領

答

弁

第

二

三

四

号



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
職
員
が
出
版
し
た
「
女
ひ
と
り
家
四
軒
持
つ
中
毒
記
」
に
関
す
る
再
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
は
、
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
十
四
条
に
基
づ
く
質
問
に
対
し
、
誠
実
に
答
弁

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
及
び
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
職
員
に
照
会
し
た
。

三
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
四
月
二
十
四
日
現
在
、
御
指
摘
の
職
員
は
在
ス
イ
ス
日
本
国
大
使
館
公
使
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

寄
稿
（
出
版
）
届
の
保
存
期
間
は
、
外
務
省
の
文
書
管
理
規
則
に
よ
り
一
年
と
さ
れ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
は
、
本
省
課
長
補
佐
級
以
上
の
職

一



員
は
、
事
業
者
等
と
職
員
の
職
務
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
提
供
す
る
人
的
役
務
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
、
一
件
に
つ
き
五
千

円
を
超
え
る
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
で
定
め
る
報
酬
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
贈
与
等
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
旨
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
一
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て

は
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
報
酬
は
、
利
害
関
係
者
に
該
当
す
る
事
業
者
等
か
ら
支
払
を
受
け
た
講
演
等
の
報
酬
、
又
は
利

害
関
係
者
に
該
当
し
な
い
事
業
者
等
か
ら
支
払
を
受
け
た
講
演
等
の
報
酬
の
う
ち
、
職
員
の
現
在
若
し
く
は
過
去
の
職
務
に

関
係
す
る
事
項
に
関
す
る
講
演
等
の
報
酬
と
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。

七
及
び
九
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
個
々
の
職
員
の
消
費
、
貯
蓄
等
の
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
在
勤
手
当
は
、
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律（
昭

和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
三
号
）
に
基
づ
き
、
在
外
職
員
が
在
外
公
館
に
お
い
て
勤
務
す
る
の
に
必
要
な
経
費
に
充
当
す
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
あ
り
、
適
正
な
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
述
は
、
職
員
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
り
、
外
務
省
と
し
て
論
評
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

二


